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６　成果と課題 
　成果の一つ目は，児童が「意見文を書くポイント」への意識を高めたことである。事前アンケート，事後アンケート
の結果から分かるように，全ての質問項目において児童が意識を高めたことが明らかになっている。「意見文を書くポ
イント」を自分の言葉でまとめることで，意識が高まったと考えられる。
　成果の二つ目は，児童が「意見文を書くポイント」を
活用して自分の考えを書けるようになったことである。　
表２は「意見文を書くポイント」がどれほど学級で意見
文に取り入れられたかまとめたものである。半数以上の
児童が全てのポイントを取り入れることができたことが
分かる。Ｂ児の振り返りから分かるように，取り入れた
くても文字の制限があったために，取り入れることがで
きなかった児童もいたと推測できる。
　その点を考えると，⑥「みなさんどうでしょうか。」
と問い掛けることで，読み手に考えさせる，⑦反対意見
を予想して書く，などのポイントを意識していた児童は
この人数以上であると言ってもよい。全体の人数に対し
て全ての項目で半数以上の児童が意見文に取り入れられ
ているという点を考えると，モデル意見文を比較する，
「意見文を書くポイント」をまとめる，ことが文章構成を考えて書くことに有効に働いたと考えられる。
　以上の二つの成果から，「意見文を書くポイント」への意識を高め，活用できたと言うことができる。
　一方で，課題の一つは，文章構成の型が双括型のみの指導になってしまったことである。本研究では，「意見文を書
くポイント」への意識を高めること，それらを活用することに重点を置いて指導したため，双括型で学習を進めた。利
点としては，学習者にとって「はじめ」「中」「終わり」の三部構成が意識しやすく，文章構成の型の定着が期待できる
ことである。しかし，児童の表現力を限定的にしており，時と場に応じた表現方法を考えなくなることが危惧される。
頭括型（結論・理由の文章構成）や尾括型（理由・結論の文章構成）についても体験させ，様々な文章構成の型を表現
できるようにしなければならない。
　もう一つは，モデル意見文を比較する視点を広げるということである。「意見文を書くポイント」＝「書き方」として
考えている児童が大半であった一方で，「意見文を書くポイント」＝「いかに相手を説得できる内容か」という認識の児
童がいた。「意見文を書くポイント」が「書き方」だけでなく，「内容」である視点を取り上げることで，さらに児童一
人一人にとっての「意見文を書くポイント」への意識が高まったのではないかと考える。この課題を念頭に置き，引き
続き，実践を積み重ねていきたい。
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表２
筆者が児童に期待する「意見文のポイント」 人数
①語尾は「です・ます」「だ・である」のどちらかで
そろえる。
25／27
②理由について触れ，「中」につながる（対応した）
書き方をする。
27／27
③句読点を適切な箇所に書く。 20／27
④理由は「～からです。」と書く。 22／27
⑤内容のまとまりで段落を分ける。 27／27
⑥「みなさんどうでしょうか。」と問いかけることで，
　読み手に考えさせる。
14／27
⑦反対意見を予想して書く。 14／27
⑧「このように」「このような理由から」など，まと
めであることを示す１文を書く。
25／27
⑨自分の考えの中心をもう一度書く。（はっきりと伝
えるため。）
27／27
